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そ
の
物
語
は
３
月
11
日
午
後
２

時
46
分
あ
の
地
震
が
東
北
地
方
を

大
き
く
揺
ら
す
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

っ
た
。 

ま
る
で
子
ど
も
が
地
球
儀
を
持

っ
て
ぐ
る
ぐ
る
回
す
か
の
よ
う
な

大
き
な
揺
れ
で
あ
っ
た
。
次
い
で

順
次
沿
岸
部
の
町
々
を
大
津
波

が
呑
み
込
む
。
風
光
明
媚
な
三
陸

リ
ア
ス
式
海
岸
は
夕
方
に
は
瓦

礫
の
山
と
化
し
た
。
あ
の
き
れ
い

な
海
岸
線
が
、
早
朝
は
活
気
に
満

ち
た
海
と
魚
の
港
町
、
午
後
は
ゆ

っ
た
り
と
人
の
心
を
包
み
込
む

優
し
い
海
沿
い
の
町
が
、
ほ
ん
の

数
時
間
の
う
ち
に
、
人
々
と
と
も

に
瓦
礫
と
泥
水
の
中
に
閉
じ
込

め
ら
れ
、
海
に
引
き
ず
り
込
ま
れ

た
。
た
く
さ
ん
の
命
が
帰
ら
ぬ
命

へ
と
変
わ
っ
た
。
さ
ら
に
苦
悩
の

物
語
は
続
く
、
福
島
県
の
沿
岸
部

は
原
子
力
発
電
所
の
津
波
被
害

に
よ
る
放
射
能
汚
染
。
原
発
近
く
の

町
々
で
は
人
々
が
他
県
へ
と
避
難

し
、
避
難
で
き
な
い
弱
者
は
放
射
能

汚
染
に
怯
え
な
が
ら
、
十
分
な
物
資

も
届
か
な
い
自
宅
で
息
を
潜
め
て

生
き
て
い
る
。
未
だ
災
害
は
終
わ
ら

ず
、
復
興
へ
と
歩
み
始
め
る
こ
と
す

ら
出
来
な
い
状
況
。
そ
う
、
こ
こ
で

は
未
だ
災
害
自
体
が
終
わ
っ
て
い
な

い
の
だ
。
た
く
さ
ん
の
人
が
悲
し
み

の
果
て
に
希
望
の
光
も
見
出
せ
ず
、

弱
り
果
て
て
い
る
。
そ
う
な
の
だ
。

未
だ
、
困
っ
て
い
る
に
は
程
遠
く
、

た
だ
た
だ
泣
き
弱
っ
て
い
る
の
だ
！ 

 

鳴
り
っ
放
し
の
電
話
の
ベ
ル
と
共

に
物
語
は
新
た
な
展
開
を
迎
え
る
。

「
大
丈
夫
で
す
か
？
」「
何
か
し
た
い

の
で
す
が
？
」「
困
っ
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
ど
の
声
も
共
に

生
き
よ
う
と
の
心
に
満
ち
て
い
る
。

あ
り
が
と
う
！
本
当
に
心
の
底
か
ら

喜
び
に
包
ま
れ
、
涙
が
止
ま
ら

な
い
。
と
同
時
に
こ
の
感
動
を

我
々
だ
け
で
な
く
、
６
号
線
沿

い
の
教
会
へ
、
そ
し
て
45
号

線
沿
い
の
教
会
へ
と
４
号
線
沿
い
の

教
会
か
ら
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け

た
い
。
被
災
地
の
皆
さ
ん
の
後
ろ
に

は
ま
だ
ま
だ
元
気
な
４
号
線
沿
い
の

教
会
が
つ
い
て
い
る
。
そ
し
て
我
々

４
号
線
沿
い
教
会
の
後
ろ
に
は
、
日

本
の
教
会
、
世
界
中
の
教
会
が
つ
い

て
い
る
の
だ
。 

 

仙
台
教
区
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が

設
立
さ
れ
た
。
目
的
は
被
災
地
の
復

興
の
お
手
伝
い
で
あ
る
。
元
寺
小
路

教
会
内
に
事
務
所
を
構
え
、
ほ
ん
の

数
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
始
ま
っ
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
送
り
先
を
行
政
か
ら
探
し
派

遣
す
る
。
塩
釜
教
会
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
受
け
入
れ
基
地
と
し
、
次
に
石

巻
教
会
と
拡
げ
て
行
っ
た
。
今
度
は

釜
石
教
会
に
最
前
基
地
を
設
置
す
る

予
定
で
あ
り
、
い
わ
き
に
は
さ
い
た

ま
教
区
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

救
い
の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

悲
し
み
か
ら
始
ま
っ
た
物
語
は
、

悲
し
み
を
引
き
ず
り
な
が
ら
も
「
共

に
生
き
よ
う
！
」
と
の
喜
び
を
伝
え

る
新
た
な
章
へ
と
進
む
。「
わ
た
し
に

も
何
か
出
来
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
」
の
こ
こ
ろ
は
神
さ
ま
の
こ
こ

ろ
そ
の
も
の
で
あ
る
。 

▼
大
震
災
の
巨
大
な
爪
あ
と
に
唖

然
と
し
な
が
ら
復
旧
作
業
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
本
来
な
ら
桜
の
開

花
予
想
が
話
題
に
な
る
と
こ
ろ
だ

が
、
季
節
は
冬
に
逆
戻
り
し
た
よ

う
な
寒
さ
だ
▼
岩
手
県
山
田
町
船

越
小
学
校
は
標
高
13
メ
ー
ト
ル
の
高
台

で
避
難
所
に
な
っ
て
い
た
。55
歳
の
用
務

員
の
田
代
さ
ん
は
校
長
に｢

さ
ら
に
40
メ

ー
ト
ル
高
い
山
に
逃
げ
た
方
が
よ
い｣

と

進
言
し
て
176
名
の
児
童
の
命
が
救
わ
れ

た
。
田
代
さ
ん
は
生
ま
れ
る
前
１
９
３
３

年
の
昭
和
三
陸
地
震
を
経
験
し
た
父
親

の
教
え
を
守
っ
た
▼
こ
の
災
難
か
ら
旧

約
聖
書
の
記
述
を
思
い
出
し
た
。
イ
ス
ラ

エ
ル
人
は
長
い
民
族
の
歴
史
を
書
き
留

め
て
き
た
。
救
い
の
歴
史
と
し
て
過
去
を

風
化
さ
せ
な
い
生
き
方
が
あ
っ
た
▼
ソ

ド
ム
崩
壊
に
際
し
神
は
言
わ
れ
た
「
命
が

け
で
逃
れ
よ
。
後
ろ
を
振
り
返
っ
て
は
い

け
な
い
。
低
地
の
ど
こ
に
も
と
ど
ま
る
な
。

山
へ
逃
げ
な
さ
い
。
さ
も
な
い
と
滅
び
る

こ
と
に
な
る
。」(

創
世
記
19
・
17)

。
か

ろ
う
じ
て
ロ
ト
一
族
は
難
を
免
れ
た
が
、

ロ
ト
の
妻
は
死
ん
だ
。
こ
の
災
難
の
中
で
、

彼
女
の
死
は
我
こ
と
の
よ
う
に
哀
れ
だ
。

自
然
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
想
定
を
は
る

か
に
超
え
る
▼
福
島
第
１
原
発
の
事
故

は
深
刻
だ
。
手
に
負
え
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
し
て
便
利
さ
と
豊
か
さ
を
享
受

し
て
き
た
。
こ
ん
な
事
故
の
後
で
も
各
地

の
原
発
は
操
業
を
止
め
な
い
。
原
発
は
も

し
も
の
時
に
人
の
手
に
負
え
な
い
事
態

が
生
じ
る
。
考
え
て
み
れ
ば
原
子
力
ば
か

り
か
、
自
然
界
に
異
変
が
あ
れ
ば
農
業
で

も
漁
業
で
も
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
人
類

の
生
存
は
危
う
く
な
る
。
私
た
ち
は
よ
く

｢

恵
み｣

を
祈
る
が
、
生
き
る
た
め
の
す
べ

て
は
恵
み
に
よ
る
し
か
な
い
。(

守) 

生命の泉

大震災 支援・復興へ！祈りを込めて 
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外 

「
主
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
神
の
愛
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
を
引
き
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
」 

（
ロ
ー
マ
8
・
39
）

４
号
線
か
ら
、
６
号
線
・
45
号
線
へ
と
運
ぶ
の
は
？

 
 
 

仙
台
教
区
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
補
佐

小
松 

史
朗

原町教会・いわき教会へ通じる６号線（松川浦付近）
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【
人
的
被
害
】
死
者
８
名
・
行
方

不
明
２
名 

●
岩
手
県
・
幼
稚
園
児
１
名
行
方
不

明 ●
宮
城
県
・
塩
釜
教
会
主
任
司
祭
ア

ン
ド
レ
・
ラ
シ
ャ
ペ
ル
師
（
発
生

直
後
塩
釜
教
会
へ
帰
る
途
中
心
臓

発
作
に
よ
り
死
亡
）・
信
徒
３
名
死

亡
・
幼
稚
園
児
１
名
死
亡
・
１
名

行
方
不
明
・
家
屋
流
失
３
家
族
。 

●
福
島
県
・
幼
稚
園
児
３
名
死
亡
。 

【
建
物
被
害
】 

○
青
森
県
・
小
教
区
及
び
修
道
院
、

諸
施
設
（
学
校
、
幼
稚
園
、
施
設
）

は
、
補
修
の
必
要
が
あ
っ
て
も
現
在

使
用
可
能
。 

○
岩
手
県
・
一
関
、
千
厩
、
水
沢
、

北
上
、
花
巻
、
盛
岡
３
教
会
に
つ
い

て
は
、
補
修
の
必
要
が
あ
っ
て
も
、

現
在
使
用
可
能
。
二
戸
に
関
し
て
は

情
報
な
し
。 

久
慈
教
会
は
被
害
小
、
宮
古
教

会
・
併
設
幼
稚
園
共
に
被
害
小
。
釜

石
教
会
は
１
階
が
床
上
浸
水
。
大
船

渡
教
会
・
併
設
幼
稚
園
共
に
被
害
小
。 

○
宮
城
県
・
仙
塩
８
教
会
は
、
補
修

の
必
要
が
あ
っ
て
も
、
現
在
使
用
可

能
。 

 

仙
台
市
内
の
修
道
院
は
、
大
阪
聖

ヨ
ゼ
フ
宣
教
修
道
女
会
で
外
壁
が

崩
れ
大
規
模
な
補
修
が
必
要
。
現
在

使
用
可
。
そ
の
他
の
修
道
院
は
補
修

の
必
要
が
あ
っ
て
も
、
現
在
使
用
可

能
。 

 

仙
台
白
百
合
学
園
高
校
の
体
育

館
天
井
落
下
。
レ
ジ
ナ
パ
ー
チ
ス
ホ

ー
ル
も
危
険
が
あ
り
使
用
不
能
。 

〈
県
北
〉
古
川
教
会
は
聖
堂
使
用

不
可
。
築
館
教
会
・
併
設
幼
稚
園

と
も
大
丈
夫
。
米
川
、
大
籠
教
会

は
情
報
未
収
集
。
気
仙
沼
教
会
、

石
巻
教
会
も
併
設
幼
稚
園
と
も

に
補
修
の
必
要
が
あ
っ
て
も
、
現

在
使
用
可
能
。
な
お
、
石
巻
カ
ト

リ
ッ
ク
幼
稚
園
は
被
災
者
の
避

難
所
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。 

〈
県
南
〉
亘
理
、
大
河
原
、
白
石
、

角
田
の
各
教
会
は
被
害
小
、
補
修

の
必
要
が
あ
っ
て
も
、
現
在
使
用
可

能
。 

 

亘
理
幼
児
園
、
大
河
原
、
角
田
の
カ

ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
も
建
物
は
大
丈
夫
。 

 

そ
の
他
の
諸
施
設
に
関
し
て
は
、

情
報
未
収
集
。 

○
福
島
県
・〈
会
津
〉
３
教
会
は
被

害
小
、
補
修
の
必
要
が
あ
っ
て
も
、

現
在
使
用
可
能
。
喜
多
方
、
田
島
の

カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
も
建
物
は
大
丈

夫
。 

〈
中
通
り
〉
福
島
市
の
２
教
会
と
、

二
本
松
、
郡
山
、
白
河
は
補
修
の
必

要
が
あ
っ
て
も
、
現
在
使
用
可
能
。

須
賀
川
教
会
は
聖
堂
使
用
不
可
、
教

会
敷
地
の
よ
う
壁
が
崩
れ
大
規
模

の
補
修
必
要
。 

〈
浜
通
り
〉
い
わ
き
教
会
は
補
修
の

必
要
が
あ
っ
て
も
、
現
在
使
用
可
能
。

湯
元
教
会
は
使
用
不
可
の
状
態
。
原

町
教
会
は
補
修
の
必
要
あ
り
。
信
徒

の
大
部
分
が
原
発
事
故
で
自
主
避
難
。

そ
の
他
の
諸
施
設
は
、
情
報
未
収
集
。 

 

３
月
16
日
（
水
）、
谷
大
二

（
さ
い
た
ま
教
区
）、
菊
地
功

（
新
潟
教
区
）
の
両
司
教
と
、

カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
か
ら
成

井
大
介
神
父
（
神
言
会
）、
事

務
局
の
稲
江
佐
和
子
さ
ん
が

来
仙
、
平
賀
司
教
、
小
松
史
朗

神
父
と
会
談
し
、
大
震
災
へ
の

対
応
の
た
め
「
仙
台
教
区
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
立
ち
上
げ

を
協
議
し
た=

写
真
左=

。 

 

同
セ
ン
タ
ー
は
、
仙
台
司
教

区
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
、

平
賀
司
教
が
セ
ン
タ
ー
長
、
小

松
神
父
が
同
補
佐
、
事
務
局
は
、

カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
ス
タ
ッ

フ
、
園
部
英
俊
さ
ん(

元
寺
小

路
教
会
）
、
赤
井
悠
蔵
さ
ん

(

東
仙
台
教
会)

が
担
当
す
る
。 

同
セ
ン
タ
ー
の
活
動
期
間
は

３
月
16
日
か
ら
９
月
15
日

ま
で=

写
真
下
＝
。 

事
務
局
☎ 090-1217-3233 

   
 

 
 

 080-6003-8647 

M
ail 

sendaibsc@
gm

ail.com
 

 

同
セ
ン
タ
ー
に
は
、
早
速
東
京
の

真
生
会
館
学
生
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
23

日
（
火
）
支
援
物
資
を
満
載
し
た
ト

ラ
ッ
ク
で
山
内
保
憲
神
父(

イ
エ
ズ

ス
会)

、
杉
野
希
都
（
の
ぞ
み
）
さ
ん

が
駆
け
つ
け
た
。 

 

さ
ら
に
、
二
人
は
、
同
セ
ン
タ
ー

の
活
動
拠
点
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い

る
塩
釜
教
会
と
石
巻
教
会
に
セ
ン
タ

ー
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
向
か
い
、塩
釜
、

石
巻
の
現
状
を
視
察
し
た
。 

 

今
後
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
２

ヶ
所
の
他
に
も
ベ
ー
ス
を
増
や
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
拠
点
と
し
て
、

行
政
と
も
連
携
し
な
が
ら
被
災
者
の

支
援
に
当
た
る
。 

 

セ
ン
タ
ー
開
設
か
ら
30
日
ま
で
、

70
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
活
動
に

参
加
し
た
。
ま
た
、
教
区
内
外
か
ら
、

避
難
シ
ェ
ル
タ
ー
の
受
け
入
れ
申
し

出
が
、
修
道
会
や
個
人
か
ら
30
件
ほ

ど
あ
る
と
の
こ
と
。
支
援
を
希
望
す
る

方
は
遠
慮
な
く
申
し
込
ん
で
欲
し
い
。 

大震災・仙台教区内被災状況
３
月
11
日
（
金
）
午
後
２
時
46
分
ご
ろ
、
宮
城
県
で
震
度
７
の
地
震
が
発
生
し

た
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
9.0
。
続
い
て
東
北
地
方
沿
岸
に
大
津
波
が
押
し
寄
せ
、
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
さ
ら
に
、
福
島
県
の
原
子
力
発
電
所
の
放
射
性
物
質
の

流
出
に
よ
る
２
次
災
害
も
発
生
し
た
。
仙
台
教
区
内
の
教
会
・
幼
稚
園
・
学
校
・
諸

施
設
に
お
け
る
被
害
の
実
態
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。（
３
月
25
日
現
在
）

「仙台教区サポートセンター」 

１階床上浸水した釜石教会(撮影・伊勢幸城さん) 

多多多賀賀賀城城城ののの被被被災災災地地地ををを視視視察察察すすするるる菊菊菊池池池司司司教教教  

(提供：カトリック新聞)
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塩
釜
教
会
主
任
司
祭
ア
ン
ド
レ
・ラ
シ

ャ
ペ
ル
神

父
（
ケ
ベ
ッ

ク
外
国
宣

教
会
）
は
、

３
月

12

日
（
土
）
、

路
上
に
倒
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
発
見
さ

れ
、
警
察
の
検
死
の
結
果
同
日
午
前
９

時
ご
ろ
（推
定
）、
心
臓
発
作
で
死
亡
し

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
（
76
歳
）。 

 

師
は
、
３
月
11
日
（
金
）
、
元
寺
小
路

教
会
で
、
聖
霊
刷
新
の
ス
タ
ッ
フ
と
の
会

議
中
、
大
地
震
に
遭
遇
。
「や
～
、
地
震

っ
て
怖
い
も
ん
だ
」と
連
発
し
、
か
な
り
怯

え
て
い
た
と
い
う
。
エ
メ
神
父
は
、
少
し
休

ん
で
、
気
持
ち
を
落
ち
着
け
て
か
ら
帰
っ

た
ら
と
、
引
き
留
め
た
が
、
そ
れ
を
振
り

切
っ
て
車
で
塩
釜
教
会
に
戻
っ
た
。 

 

帰
り
道
、
大
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
る

う
ち
、
津
波
の
危
険
も

あ
っ
て
、
全
く
進
め
な

く
な
り
、
車
の
中
で
一

夜
を
明
か
し
た
と
思
わ
れ
る
。
翌
朝
、

車
を
捨
て
て
、
徒
歩
で
教
会
に
戻
る
途

中
、
心
臓
発
作
で
倒
れ
た
と
推
測
さ
れ

る
。
教
会
ま
で
、
あ
と
１
㎞
弱
の
所
だ
っ

た
。
持
っ
て
い
た
パ
ス
ポ
ー
ト
か
ら
、
カ
ナ

ダ
大
使
館
に
連
絡
が
入
り
、
カ
ナ
ダ
本

国
に
照
会
さ
れ
、
ケ
ベ
ッ
ク
外
国
宣
教

会
本
部
を
経
て
、
ア
ジ
ア
管
区
長
の
エ
メ

神
父
に
連
絡
が
入
っ
た
と
い
う
。 

 

遺
体
は
、
今
回
の
大
震
災
で
死
亡
し

た
人
々
の

遺
体
安
置

所
と
な
っ

た
、
利
府

町
の
競
技

場
「
グ
ラ
ン

デ
ィ
21

」

に
運
ば
れ

た
。 

 

エ
メ
神
父
は
、
「服
装
の
乱
れ
も
な
く
、

い
つ
も
の
ダ
ン
デ
ィ
な
姿
で
、
本
当
に
穏

や
か
な
い
い
顔
を
し
て
い
た
。
天
国
を
見

て
い
た
の
で
し
ょ
う
」と
遺
体
と
対
面
し

た
時
の
こ
と
を
話
し
た
。 

 

あ
る
信
徒
は
「津
波
で
亡
く
な
っ
た
人

た
ち
の
魂
を
、
『天
国
は
こ
っ
ち
だ
よ
』と

言
っ
て
、
み
ん
な
を
天
国
に
案
内
し
て

く
だ
さ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
」
と
、
責
任
感

の
強
い
、
生
真
面
目
な
神
父
を
偲
ん
で

い
た
。 

 

通
夜
は
、
３
月
19
日
（
土
）
、
午
後
６

時
か
ら
、
元
寺
小
路
教
会
で
エ
メ
神
父

司
式
で
行
わ
れ
た=

写
真=

。 

葬
儀
・
告
別
式
は
、
４
月
19
日
（
聖

火
曜
日
）
午
後
１
時
か
ら
、
元
寺
小
路

教
会
で
行
わ
れ
る
予
定
。 

ラ
シ
ャ
ペ
ル
神
父
様
に
感
謝 

 

ラ
シ
ャ
ペ
ル
神
父
様
は
40
年
も
の

間
、
聖
霊
に
よ
る
刷
新
を
通
し
て
私
た

ち
を
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

３
月
11
日
午
後
１
時
半
か
ら
元
寺

小
路
教
会
で
神
父
様
と
３
人
の
ス
タ

ッ
フ
は
10
月
に
行
う
予
定
の
第
34
回

聖
霊
刷
新
東
北
大
会
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
い
ま
し
た
。
講
師
の
神
父
様
を

検
討
し
て
い
る
最
中
に
地
震
が
起
き

ま
し
た
。
し
ば
ら
く
の
間
机
の
下
に
も

ぐ
り
込
ん
で
お
さ
ま
る
の
を
待
ち
ま

し
た
。
講
師
の
神
父
様
へ
の
連
絡
を
神

父
様
に
お
願
い
し
、
そ
れ
ぞ
れ
家
に
帰

り
ま
し
た
。
翌
々
日
一
本
杉
教
会
で
、

ラ
シ
ャ
ペ
ル
神
父
様
が
お
亡
く
な
り
に

な
っ
た
こ
と
を
知
り
、
大
友
愛
子
さ
ん

と
２
人
で
抱
き
合
っ
て
泣
き
ま
し
た
。 

 

津
波
で
ご
主
人
が
家
ご
と
流
さ
れ

た
大
友
さ
ん
は
「
私
は
主
人
が
行
方
不

明
で
心
配
だ
け
ど
、
ラ
シ
ャ
ペ
ル
神
父

様
の
こ
と
は
シ
ョ
ッ
ク
だ
わ
。
今
頃
天

国
で
神
父
様
に
会
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

３
月
15
日
通
夜
の
後
の
お
別
れ
で

柩
の
中
の
神
父
様
に
会
い
ま
し
た
。
お

顔
は
と
て
も
穏
や
か
な
表
情
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。「
疲
れ
た
者
、
重
荷
を

負
っ
て
い
る
者
は
私
の
も
と
に
来
な

さ
い
。
休
ま
せ
て
あ
げ
よ
う
」
の
み
言

葉
ど
お
り
イ
エ
ス
様
の
御
許
に
ま
っ

す
ぐ
行
か
れ
た
と
信
じ
て
い
ま
す
。 

 

神
父
様
の
お
陰
で
、
33
回
も
東
北
大

会
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
を
主
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
聖
霊
刷
新
を
通
し

て
何
と
た
く
さ
ん
の
恵
み
や
教
え
を

い
た
だ
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

戦
い
を
立
派
に
戦
い
抜
き
、
決
め
ら

れ
た
道
を
走
り
通
し
、
信
仰
を
守
り
抜

い
た
ラ
シ
ャ
ペ
ル
神
父
様
！
い
ろ
い

ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い
た

ら
な
い
私
た
ち
に
忍
耐
し
、
今
日
ま
で

の
導
き
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
一
本
杉
教
会 

淀
川 

芳
子
） 

 
 
 
 

アンドレ・ラシャペル神父経歴 

LACHAPELLE  ANDRÉ 
1934･6･1  誕生 

1960･6･26  司祭叙階 
1961    来日 

1963～1966 五所川原・赤堤 助任司祭 

1966～1968 研修 
1968～1969 ビクトリア教区協力司祭 

1969～1971 赤堤 協力司祭  
      聖ドミニコ学院フランス語教師 

      上智大学 フランス語講師 

1971～1996 聖ウルスラ学院教師 

       (宗教・ソフトﾎﾞ-ル部顧問) 

1996～   塩釜教会主任司祭  
 1998～1999 石巻教会主任(兼任) 

【指導司祭】聖霊刷新・仙台正平協・仙台キリ 

 スト教連合・カトリック新聞を読む会・世界 

 食料デー仙台大会運営委員 

  2010年には教戒師として25年の功績によ 

  り法務大臣より表彰される。 

【著書】『人間と聖書』３巻 サンパウロ 

  『まことの幸福は自己の内面より』彩流社 

ア
ン
ド
レ
・
ラ
シ
ャ
ペ
ル
神
父 

帰
天 

大
地
震
の
後
、
塩
釜
教
会
へ
戻
る
途
中
心
臓
発
作 

 
 

 

ヨ
ゼ
フ
高
瀬
和
夫
神
父(

引
退)

は
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３
月
28
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
月
）、
午
後 

３
時
45
分
、 

入
院
中
の
光 

ヶ
丘
ス
ペ
マ 

ン
病
院
で
亡
く
な
っ
た
（
81
歳
）。 

通
夜
は
、
３
月
31
日(

木)

午
後
６
時

か
ら
、
元
寺
小
路
教
会
で
梅
津
明
生
神

父
の
司
式
で
行
わ
れ
た
＝
写
真
＝
。 

 

高
瀬
神
父
は
、
野
辺
地
教
会
主
任
と

併
設
の
野
辺
地
幼
稚
園
長
と
し
て
34

年
務
め
た
。
幼
稚
園
の
父
母
を
通
し
て 

教
会
の
存
在
を
知
ら
せ
よ
う
と
、
熱

心
に
園
長
の
役
目
を
果
た
し
て
い

た
。「
ま
じ
め
で
、
責
任
感
が
強
く
、

頑
固
な
一
面
、
ユ
ー
モ
ア
も
あ
っ

た
。
脳
梗
塞
を
患
い
、
引
退
し
て
か

ら
『
司
祭
の
家
』
に
住
み
、
週
３
回

パ
ル
シ
ア
の
デ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
行

っ
て
い
た 

が
、
司
祭 

と
し
て
の 

自
覚
を
し 

っ
か
り
も 

っ
て
い
た
」 

と
、
鷹
觜 

神
父
は
語
る
。 

高瀬 和夫神父 略歴 

1929・10・14 誕生 

1962・3・21  司祭叙階 

1962～1963 築館教会助任司祭 

1963～1966 元寺小路教会助任司祭 

1966～1976 千厩教会主任・清心幼稚園長 

1975～1976 気仙沼教会主任兼任・同幼稚園長 

1976～2000 野辺地教会主任・同幼稚園長 

2000～2002 野辺地・大湊教会主任兼任 

      ・野辺地幼稚園長 

2002～2009 野辺地教会主任・同幼稚園長 

2009・5   引退(司祭の家) 

高
瀬 

和
夫
神
父 

帰
天 



（４）

町
田
雅
昭
様(
東
京
・
シ
グ
ニ
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
） 

今
回
の
大
き
な
地
震
と
津
波
で
多

く
の
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
り
怪
我
を

さ
れ
、
ま
た
、
多
く
の
家
屋
の
倒
壊
・

流
出
さ
れ
た
様
子
を
テ
レ
ビ
で
拝
見

し
ま
し
た
。
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。
ど
ん
な
に
怖
い
思
い
を
さ
れ
た
こ

と
か
、
皆
さ
ま
の
ご
無
事
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。 

Sr.
清
水
京
子
様
（
東
京
・
女
子
パ
ウ
ロ
会
） 

あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い
状
態
で
、
驚
い

て
い
ま
す
。
東
京
で
も
、
し
ゃ
が
み
込

む
ほ
ど
の
揺
れ
で
し
た
。
教
会
も
た
く

さ
ん
被
害
に
あ
い
、
ま
た
は
、
津
波
で

消
滅
し
て
い
る
教
会
も
あ
る
で
し
ょ

う
ね
。
災
害
に
あ
っ
た
か
た
も
数
え
切

れ
な
い
ほ
ど
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

ま
だ
大
き
な
余
震
が
つ
づ
い
て
い
て
、

不
安
の
中
に
お
過
ご
し
の
こ
と
で
し

ょ
う
。
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

仙
台
教
区
の
こ
れ
か
ら
の
復
旧
の

た
め
に
、
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。 

関
口
ひ
ろ
み
様
（
東
京
教
区 

広
報
） 

東
京
教
区
で
も
大
司
教
様
が
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
出
し
、
昨
日
の
四
旬
節
第
一

主
日
の
ミ
サ
を
犠
牲
者
の
た
め
に
捧

げ
る
よ
う
に
お
伝
え
に
な
ら
れ
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
祈
り
や
実
際
の
支
援

が
ど
う
か
届
き
ま
す
よ
う
に
…
。 

高
橋
和
希
様
（
大
分
教
区
） 

か
な
り
大
き
な
地
震
が
東
北
・
関
東

を
襲
い
驚
い
て
お
り
ま
す
。
大
分
に
い

る
私
た
ち
も
今
は
ミ
サ
と
祈
り
を
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
と
被
災
さ
れ
た

方
々
の
た
め
に
捧
げ
て
い
ま
す
。
ま
た

私
の
友
達
も
ス
ペ
イ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

メ
キ
シ
コ
な
ど
か
ら
も
祈
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
一
人
の
友
人
は
「
全
て
を

日
本
の
た
め
に
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。  

何
か
私
も
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば

教
え
て
く
だ
さ
い
。
も
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
、
招
集
も

か
け
ら
れ
ま
す
。  

引
き
続
い
て
教
会
の
共
同
体
と
と

も
に
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。 

湯
口
靖
彦
様
（
盛
岡
） 

友
人
か
ら
元
気
が
出
る
画
像
を
も

ら
い
ま
し
た
の
で
送
り
ま
す
。 

 

友
人
の
娘
さ
ん
の
知
人
が
ト
レ
ー

ナ
ー
を
や
っ
て
い
る
イ
タ
リ
ア
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム 

「Cesena 
- 
(

以
前
、

長
友
が
在

籍
し
て
い

た
）
」
が 

３

月

12

日
、
日
本

の
こ
の
災

害
に
「
日

本
が
ん
ば

れ
！
」
の

シ
ャ
ツ
を

着
て
ア
ピ

ー
ル
し
て

い
る
と
こ

ろ
だ
そ
う
で
す
。 

讃
井
由
季
子
様
（
フ
ラ
ン
ス
在
住
） 

１
９
７
２
年
か
ら
７
８
年
ま
で
戸

畑
の
明
治
学
園
に
在
学
し
て
お
り
ま

し
た
。
シ
ス
タ
ー
川
田
紀
美
子
先
生
の

教
え
子
で
す
。 

サ
イ
ト
に
よ
る
情
報
し
か
知
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
被
害
が
少
な
い

修
道
院
を
避
難
所
と
し
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
こ
と
を
読
み
ま

し
た
。
私
ど
も
は
フ
ラ

ン
ス
で
昨
日
同
様
の

幸
せ
な
暮
ら
し
を
し

て
い
ま
す
。
で
す
が
、

心
の
中
は
日
本
で
つ

ら
く
、
悲
し
い
思
い
を

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

被
災
者
の
方
々
の
こ

と
ば
か
り
で
す
。 

今
、
も
っ
と
も
必
要
と

さ
れ
て
い
る
も
の
は
、

何
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

メ
ー
ル
が
と
ど
き
ま

し
た
ら
、
ぜ
ひ
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す

か
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
川
崎
市
鷺
沼
在
住
（
川
崎
サ
レ
ジ
オ

教
会
近
所
）
の
も
の
で
す
。 

実
家
は
一
関
市
で
す
。 

気
仙
沼
の
叔
母
と
連
絡
が
取
れ
て

「
気
仙
沼
教
会
」
の
外
観
は
大
丈
夫
な

よ
う
で
す
。
一
部
電
話
が
繋
が
り
ま
し

た
が
、
電
気
も
復
旧
し
て
い
な
い
よ
う

で
す
。 

叔
母
の
実
家
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
で
す

が
、
道
路
事
情
も
悪
く
、
教
会
ま
で
行

っ
て
み
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
津
波
の
被

害
は
な
さ
そ
う
だ
っ
た
と
の
事
で
す
。 

一
族
が
全
員
助
か
り
ま
し
た
。
被
災

し
た
方
を
思
う
と
、
今
生
き
て
い
る
も

の
が
、
で
き
る
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
と

の
思
い
で
い
ま
す
。 

大
船
渡
の
神
父
様
の
安
否
を
心
配

し
て
お
り
ま
し
た
。 

私
の
実
家
の
あ
る
、
千
厩
教
会
も
多

分
、
町
自
体
被
害
が
少
な
い
よ
う
な
の

で
大
丈
夫
か
と
思
い
ま
す
。 

こ
ち
ら
で
は
、
信
徒
を
は
じ
め
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
出
身

者
な
ど
力
を
合
わ
せ
て
、

祈
り
を
捧
げ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ 

良

き
お
計
ら
い
が
あ
り
ま

す
よ
う
に
。 

守
田
亮
子
様
（
京
都
教

区
広
報
部
） 

被
災
さ
れ
た
す
べ
の

方
と
そ
の
ご
家
族
の
上

に
主
の
慈
し
み
が
あ
り

ま
す
よ
う
に
。 

こ
の
た
び
の
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
の
状

況
を
ニ
ュ
ー
ス
や
様
々
な
メ
デ
ィ
ア

を
通
し
て
見
る
た
び
に
本
当
に
心
が

痛
み
ま
す
。
今
は
私
た
ち
の
よ
う
に
遠

方
に
お
り
ま
す
者
は
お
祈
り
と
募
金

活
動
く
ら
い
し
か
出
来
ま
せ
ん
が
、

日
々
み
ん
な
で
皆
さ
ま
の
悲
し
み
と

痛
み
が
少
し
で
も
癒
さ
れ
ま
す
よ
う

に
、
そ
し
て
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈

り
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

四
旬
節
に
こ
の
よ
う
な
苦
し
み
が

訪
れ
る
と
は
…
と
思
い
つ
つ
、
き
っ
と

神
様
は
皆
さ
ん
が
こ
の
苦
し
み
を
乗

り
越
え
る
た
め
の
光
を
用
意
し
て
い

て
く
だ
さ
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。 

被
災
地
の
子
ど
も
た
ち
が
避
難
所

な
ど
で
自
分
た
ち
に
も
出
来
る
こ
と

を
し
た
い
と
お
年
寄
り
の
お
世
話
や

必
要
な
情
報
を
集
め
て
公
開
し
た
り
、

被
災
さ
れ
た
方
た
ち
が
わ
ず
か
で
も

残
っ
て
い
た
食
べ
物
を
持
ち
よ
り
皆

で
分
け
合
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
姿
に

希
望
の
光
を
見
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
住

む
場
所
や
仕
事
場
ま
で
も
奪
わ
れ
大

変
な
道
の
り
を
越
え
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
し
ょ
う
、
そ
し
て
ご
家
族
や
友

人
を
亡
く
さ
れ
た
方
た
ち
の
消
え
る

こ
と
の
な
い
悲
し
み
を
思
い
ま
す
と

心
が
潰
れ
そ
う
に
な
り
ま
す
が
祈
り

続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
マ
リ
ア
様
の
と

り
な
し
に
よ
り
私
た
ち
の
祈
り
が
ど

う
ぞ
届
き
ま
す
よ
う
に
。  

＊
写
真
は
大
阪
教
区
か
ら
の
寄
せ
書
き 

全
国
か
ら
の
お
見
舞
・
励
ま
し
の
声

《 

祈 

り 

》 
 

あ
わ
れ
み
深
い
神
さ
ま
、
あ
な
た

は
ど
ん
な
時
に
も
私
た
ち
か
ら
離
れ

る
こ
と
な
く
、
喜
び
や
悲
し
み
を
共

に
し
て
下
さ
い
ま
す
。
今
回
の
大
震

災
に
よ
っ
て
苦
し
む
人
々
の
た
め
に

あ
な
た
の
助
け
と
励
ま
し
を
与
え
て

下
さ
い
。
私
た
ち
も
そ
の
人
た
ち
の

た
め
に
犠
牲
を
さ
さ
げ
、
祈
り
続
け

ま
す
。
そ
し
て
、
一
日
も
早
く
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
日
が
来
ま
す
よ
う

に
。
ま
た
、
こ
の
震
災
で
亡
く
な
ら

れ
た
す
べ
て
の
人
々
が
あ
な
た
の
も

と
で
安
ら
か
に
憩
う
こ
と
が
で
き
ま

す
よ
う
に
。
母
で
あ
る
マ
リ
ア
さ
ま
、

ど
う
か
私
た
ち
の
た
め
に
お
祈
り
く

だ
さ
い
。 

主
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
。
ア
ー
メ
ン
。 

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
会
長 

大
阪
大
司
教 

レ
オ
池
長 

潤 


